
杉
並
区
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
す
ぎ
丸
」
の

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
昨
年
末
に
実
施
。
こ
の
ほ
ど

結
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
昨
年
11
月
に
党

区
議
団
が
地
域
交
通
の
充
実
を
求
め
て
一
般
質
問
を
行
な
っ

た
際
、
区
が
「
現
在
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
利
用
実
態

や
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
予
定
」

と
答
弁
し
て
い
た
も
の
で
す
。
交
通
不
便
地
域
の
住
民
の

切
実
な
声
と
党
区
議
団
の
論
戦
が
区
政
を
一
歩
前
へ
進
め

ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、

す
ぎ
丸
が
買
い
物
や
通
勤
、
通

院
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
住
民
の

身
近
な
足
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

自
由
意
見
に
は
「
大
変
助
か
っ
て
い
る
」
「
百
円
で
乗

れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
」
な
ど
の
記
述
が
目
立
ち
ま
し
た
。

一
方
、
運
行
本
数
や
運
行
時
間
帯
の
拡
大
を
求
め
る
声
も

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

杉
並
区
は
他
区
と
比
較
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
本
数
・
運
行
距
離
が
短
く
、
区
内
に
は
交
通
不
便
地

域
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
（
党
区
議
団
の
調
査
に
よ
る
区

内
の
交
通
不
便
地
域
は
右
図
の
通
り
）

す
ぎ
丸
の
利
用
者
は
年
々
増
加
し
、
他
の
地
域
に
お
い

て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

９
月
10
日
か
ら
始
ま
る
第
３
回
定
例
会
で
も
、
交
通
不

便
地
域
の
解
消
に
向
け
て
質
疑
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

南
北
交
通
問
題
解
決
の
た
め
に
、
引
き
続
き
全
力
を
あ

げ
ま
す
。
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す
ぎ
丸
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

党
区
議
団
の
論
戦
が
区
を
動
か
す

す
ぎ
丸
を
も
っ
と
使
い
や
す
く

青丸は、すぎ丸路線とバス停から２００メー

トルの範囲。ピンクの部分が、駅から５００メー

トルもしくは路線バスのバス停から３００メー

トル以上離れた交通不便地域。（党区議団作成）

けやき路線 阿佐ヶ谷駅～浜田山駅

さくら路線 浜田山駅～下高井戸駅

かえで路線 西荻窪駅～久我山駅

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
整
備
を

「すぎ丸」路線ごとの一日あたりの利用者数 単位／人



８
月
21
日
、
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
阿
佐
ヶ

谷
駅
北
東
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
認
可
を

し
な
い
よ
う
区
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
区
が
進
め
よ

う
と
す
る
阿
佐
ヶ
谷
駅
北
東
地
区
ま
ち
づ
く
り

は
、
貴
重
な
保
護
樹
林
の
大
量
伐
採
、
土
壌
汚

染
の
可
能
性
が
高
い
病
院
跡
地
へ
の
杉
並
第
一

小
学
校
の
移
転
と
跡
地
を
民
間
に
提
供
し
高
層

ビ
ル
整
備
を
は
か
る
な
ど
、
区
民
に
と
っ
て
重

大
な
計
画
で
す
。

ま
た
、
都
が
保
護
上
重
要
な
野
生
動
物
と
し

て
「
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」
に
指
定
し
て
い
る
猛
禽

類
ツ
ミ
が
計
画
地
に
生
息
し
、
「
営
巣
中
心
域
」

で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
環
境

省
の
「
猛
禽
類
保
護
の
進
め
方
」
で
は
、
樹
林

の
伐
採
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ツ
ミ
の
「
営
巣
中

心
域
」
で
あ
る
事
実
を
把
握
し
な
い
ま
ま
進
め

た
区
画
整
理
事
業
計
画
は
再
検
討
す
べ
き
で
す
。

党
区
議
団
は
、

明
確
な
答
弁
も
区

民
へ
の
説
明
も
な

く
、
阿
佐
ヶ
谷
駅

北
東
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
の
認

可
を
進
め
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
と

し
て
、
事
業
を
認

可
し
な
い
よ
う
強

く
求
め
ま
し
た
。

日
本
共
産

党
区
議
団
の

質
問
で
、
杉

並
区
が
す
す

め
る
阿
佐
ヶ

谷
駅
北
東
地

区
の
開
発
区
域
に
猛
禽
類
の
ツ
ミ
が
生
息
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
最
近
で
は
神
明

宮
に
巣
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
ツ
ミ

は
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
区
は
、

開
発
計
画
の
根
底
か
ら
の
再
検
討
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
と
都
が
ど
の
よ
う
な
保
護
策
を

求
め
て
い
る
の
か
紹
介
し
ま
す
。

〇
「
東
京
都
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」
で
は

ツ
ミ
は
「
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
」
に
指
定
さ
れ
、

「
ご
く
近
い
将

来
に
お
け
る
野

生
で
の
絶
滅
の

危
険
性
が
極
め

て
高
い
も
の
」

と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

〇
環
境
省
「
猛
禽
類
保
護
の
進
め
方
」
で
は

「
営
巣
中
心
域

こ
の
区
域
の
改
変
や
立
ち

入
り
は
、
繁
殖
の
失
敗
や
繁
殖
地
の
放
棄
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
区
域
に
お
い
て

は
、
住
宅
、
工
場
、
鉄
塔
等
の
建
造
物
、
道
路

の
建
設
、
森
林
の
開
発
は
避
け
る
必
要
が
あ
る
」

〇
東
京
都
「
開
発
許
可
の
手
引
き
」
で
は

「
オ
オ
タ
カ
以
外
の
希
少
な
猛
禽
類
に
つ
い
て

も
、
オ
オ
タ
カ
の
扱
い
に
準
じ
る
」

「
行
為
地
が
樹
林
地
で
あ
る
場
合
、
…
現
存
樹

木
の
樹
高
以
上
の
幅
の
残
留
緑
地
を
残
す
こ
と
」

「
建
築
物
や
擁
壁
等
の
工
作
物
は
、
高
木
植
栽

や
ツ
タ
等
に
よ
り
可
能
な
か
ぎ
り
隠
ぺ
い
す
る

こ
と
」

〇
「
ツ
ミ
」
と
は

「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

東
京
２
０
１
３
」
よ
り

タ
カ
目
、
タ
カ
科

体
長
雄
２
７
ｃ
ｍ
、
雌

３
０
ｃ
ｍ
。
雄
成
鳥
は
頭
部
か
ら
の
上
面
が
暗

青
灰
色
で
体
下
面
は
白
、
胸
か
ら
脇
は
淡
燈
色
。

平
地
や
丘
陵
地
、
山
地
な
ど
の
樹
林
や
河
畔
林

に
生
息
す
る
が
、
個
体
数
は
少
な
い
。
最
近
は

市
街
地
の
公
園
な
ど
の
樹
林
で
も
営
巣
す
る
こ

と
が
あ
る
。

阿佐ヶ谷駅北東地区土地区画整理事業 区に申し入れ

ツ
ミ
の
保
護
策
Ａ
Ｂ
Ｃ

夏休みは故郷・会津へ

杉並区内で撮影さ

れたツミ

夏休み、会津へ帰省しました。

東京から帰った兄姉たちと喜多方ラー

メンを食べに行ったり、日帰り温泉、

両親のお墓参りなどで過ごしました。

年を重ねるにつけ、故郷を思う気持ち

が強くなっているように思います。


